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【 は じ め に 】 府 内 酪 農 場 3 戸 で 牛 ウ イ ル ス 性 下 痢 ウ イ

ル ス （ B V D V ） 浸 潤 調 査 を 実 施 。 抗 体 保 有 率 の 高 か っ た

1 戸 で 、 府 内 で は 1 1 年 ぶ り に B V D V 持 続 感 染 （ P I） 牛

を 摘 発 し 、感 染 源 の 究 明 等 を 行 っ た 。【 材 料 及 び 方 法 】

乳 用 牛 4 3 0 頭 飼 養 の フ リ ー バ ー ン 牛 舎 、 B V D V 不 活 化 2

価 ワ ク チ ン 接 種 農 場 で 、 若 齢 牛 を 対 象 に 中 和 抗 体 検 査

と 遺 伝 子 検 査 を 行 っ た 結 果 、 1 9 か 月 齢 の 牛 1 頭 を P I

牛 と 診 断 （ 牛 A） 。 ① P I 牛 の 病 性 鑑 定 ： 病 理 解 剖 、 ウ

イ ル ス 検 査 及 び 病 理 検 査 を 実 施 。 ② 感 染 源 の 究 明 ： 血

清 及 び バ ル ク 乳 を 用 い た 全 頭 検 査 （ 4 3 0 頭 ） と と も に 、

2 0 1 2 年 の 保 存 血 清（ 4 1 8 頭 ）に つ い て 遡 り 調 査 を 実 施 。

ま た 、 分 離 ウ イ ル ス 株 の 5’ 非 翻 訳 領 域 及 び E 2 蛋 白 領

域 の 塩 基 配 列 を 基 に 分 子 疫 学 的 解 析 を 行 っ た 。【 結 果 】

① 解 剖 及 び 病 理 所 見 は 著 変 な し 。臓 器 及 び 体 液 か ら B V

D V 1 型 特 異 的 遺 伝 子 を 検 出 し 、 血 清 か ら ウ イ ル ス を 分

離 。② 全 頭 検 査 で は 、牛 A 以 外 に P I 牛 は 存 在 せ ず 。遡

り 調 査 で P I を 疑 う 牛 1 頭 （ 牛 B） を 特 定 し 、 血 清 か ら

B V D V 1 型 を 分 離 。 分 子 系 統 解 析 よ り 、 牛 A、 B の 分 離 ウ

イ ル ス 株 は い ず れ も 遺 伝 子 型 は 1 b 型 で 、 E 2 蛋 白 領 域

の 塩 基 配 列 解 析 で 両 株 間 に 高 い 相 同 性（ 9 9 . 7 % 一 致 ）を

認 め た 。 【 ま と め 】 以 上 の 結 果 よ り 、 牛 B が 牛 A の 母

牛 へ の 感 染 源 に な っ た と 推 定 。 今 後 、 更 に 府 内 の B V D V

浸 潤 状 況 の 実 態 把 握 の た め 、 調 査 を 進 め て い き た い 。  


